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第１章 調査概要と回答者の属性 

１ 調査の目的 

介護予防とは、元気な高齢者がなるべく要介護状態にならないように、そして介護が必要

な人が現在の状態から悪化しないようにする取り組みです。元気なうちから取り組んでいく

必要があるのは、生活習慣病等の病気の予防と同じことです。また、健康状態の悪化を予防

し、生涯を通じて自立した暮らしを支えていくことを目指しています。 

鶴ヶ島市では、75 歳以上の高齢者（要支援・要介護認定者を除く）の健康状態を把握する

ために「健康質問票（基本チェックリスト）」に、聴力、健康診断受診状況やかかりつけ医の

有無、新型コロナウィルス感染症拡大による影響、社会参加状況等の市独自設問を加え、調査

を実施しました。 

この調査は、国が定めた項目に基づいて作成した基本チェックリスト（25設問）の調査結

果をもとに、要介護状態となるおそれのある高齢者を早期に把握するとともに、要介護状態

に陥るおそれのあるリスクについて数値化し分析することによって、介護予防事業を効果的

に展開することを目的としています。 

 

２ 調査の設計 

（１）調査の方法 

調査対象 
令和３年６月１日現在、市内在住の 75歳以上の高齢者で、介護保険の要支援・

要介護認定を受けていない方。 

調査期間 令和３年７月 16日から令和３年８月６日まで 

調査方法 郵送による配布・回収 

 

（２）報告書の見方 

○集計表やグラフの％表示は小数第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない

場合があります。 

○複数回答の設問では、回答比率の合計が 100％を超える場合があります。 

○対象者１人で複数のリスクに該当する重複該当者がいるため、リスク該当者数の合計数が

回答者数を上回る場合があります。 

○設問において、年代、地区など調査対象者の基本属性を中心としたクロス集計結果の図・

表については、基本属性等に「無回答」があるため、全体の示す数値とは一致しません。 
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３ 設問の判定基準 

集計等の電算処理は、以下の条件に基づいて行いました。 

 

■判定の設定条件 

項 目 判定条件 

介護予防事業対象者 

「生活機能低下リスク」、「運動機能低下リスク」、「低
栄養リスク」、「口腔機能低下リスク」「閉じこもり 
リスク」「物忘れリスク」「うつ傾向リスク」のいず
れかに該当した方 

生活機能低下リスク 
該当 ・10点以上 

非該当 ・０点以上９点以下 

運動機能低下リスク 
該当 ・３点以上 

非該当 ・０点以上２点以下 

低栄養リスク 
該当 ・２点 

非該当 ・０点以上１点以下 

口腔機能低下リスク 
該当 ・２点以上 

非該当 ・０点以上１点以下 

閉じこもりリスク 
該当 

・問 16 が「いいえ」または「未回答」の場合 
・問 17 が「はい」の場合 

非該当 
・問 16 が「はい」の場合 
・問 17 が「いいえ」の場合 

物忘れリスク 
該当 ・２点以上 

非該当 ・０点 

うつ傾向リスク 
該当 ・２点以上 

非該当 ・０点以上１点以下 
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■生活機能低下リスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問１ バスや電車で 1 人で外出していますか 
１ いいえ 

０ はい 

問２ 日用品の買い物をしていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問３ 預貯金の出し入れをしていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問４ 友人の家を訪ねていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問５ 家族や友人の相談にのっていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問６ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問７ 
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち 
上がっていますか 

１ いいえ 

０ はい 

問８ 15 分くらい続けて歩いていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問９ この１年間に転んだことがありますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 10 転倒に対する不安は大きいですか 
１ はい 

０ いいえ 

問 11 
ここ６か月間で２～３kg 以上の体重減少があり 
ましたか 

１ はい 

０ いいえ 

問 12 身長・体重をご記入ください 
１ BMI が 18.5 未満 

０ BMI が 18.5 以上 

問 13 
半年前に比べて固いものが食べにくくなり 
ましたか 

１ はい 

０ いいえ 

問 14 お茶や汁物等でむせることがありますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 15 口（くち）の渇きが気になりますか 
１ はい 
０ いいえ 

問 16 週に１回以上は外出していますか 
１ いいえ 

０ はい 

問 17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 18 
周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの 
物忘れがあると言われますか 

１ はい 

０ いいえ 

問 19 
自分で電話番号を調べて、電話をかけることを 
していますか 

１ いいえ 

０ はい 

問 20 今日が何月何日かわからない時がありますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 21 
物を置いた場所がわからなくなったり、なくす 
ことがありますか 

１ はい 
０ いいえ 

問 22 
何回も家の鍵がかかっているかを見に行ってしま
うなど、不安になってしまうことがありますか 

１ はい 
０ いいえ 

※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 
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■運動機能低下リスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問６ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問７ 
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち 
上がっていますか 

１ いいえ 

０ はい 

問８ 15 分くらい続けて歩いていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問９ この１年間に転んだことがありますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 10 転倒に対する不安は大きいですか 
１ はい 

０ いいえ 
※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 

 

■低栄養リスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 11 
ここ６か月間で２～３kg 以上の体重減少があり 
ましたか 

１ はい 

０ いいえ 

問 12 身長・体重をご記入ください 
１ BMI が 18.5 未満 

０ BMI が 18.5 以上 
※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 

 

■口腔機能低下リスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 13 
半年前に比べて固いものが食べにくくなり 
ましたか 

１ はい 

０ いいえ 

問 14 お茶や汁物等でむせることがありますか 
１ はい 
０ いいえ 

問 15 口（くち）の渇きが気になりますか 
１ はい 

０ いいえ 
※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 

 

■閉じこもりリスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 16 週に１回以上は外出していますか 
１ いいえ 

０ はい 

問 17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 
１ はい 

０ いいえ 
※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 
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■物忘れリスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 18 
周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの 
物忘れがあると言われますか 

１ はい 

０ いいえ 

問 19 
自分で電話番号を調べて、電話をかけることを 
していますか 

１ いいえ 

０ はい 

問 20 今日が何月何日かわからない時がありますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 21 
物を置いた場所がわからなくなったり、なくす 
ことがありますか 

１ はい 

０ いいえ 

問 22 
何回も家の鍵がかかっているかを見に行ってし
まうなど、不安になってしまうことがありますか 

１ はい 

０ いいえ 
※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 

 

■うつ傾向リスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 24 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 
１ はい 

０ いいえ 

問 25 
（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたこと
が楽しめなくなった 

１ はい 

０ いいえ 

問 26 
（ここ２週間）以前は楽にできていたことが  
今ではおっくうに感じられる 

１ はい 

０ いいえ 

問 27 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 
１ はい 
０ いいえ 

問 28 
（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じが 
する 

１ はい 

０ いいえ 
※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 

 

４ 日常生活圏域と担当地域包括支援センター 

■地域包括支援センターの担当圏域 

日常生活圏域 センター名 担当地区 

西部地区 かんえつ 

脚折の一部（脚折才道木、脚折第一、脚折蔵の前、 
脚折第二、脚折山田自治会区域） 
脚折町一・二・三・四・六丁目 
下新田、羽折町、中新田、新町、上新田、町屋 

北部地区 いちばんぼし 

脚折の一部（池の台、共栄西、県営鶴ヶ島すねおり団地、
星和若葉台、共栄中央第一、共栄ニュータウン自治会 
区域） 
上広谷の一部（上広谷第二、上広谷第三、共栄東、 
若葉西自治会区域） 
脚折町五丁目、共栄町、藤金、鶴ヶ丘 

東部地区 ぺんぎん 
上広谷の一部（上広谷第一東南、上広谷第一西、 
上広谷第一北、旭、上広谷中央自治会区域） 
五味ヶ谷、富士見 

南部地区 いきいき 
高倉、三ツ木、三ツ木新町、柳戸町、三ツ木新田、     
太田ヶ谷、松ヶ丘、南町 
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５ 調査の回答状況 

（１）調査の回答者数・回答率 

市全体の調査対象者数は 6,910 人、回答者数は 4,613 人で、回答率は 66.8％となっ

ています。 

性別では、男性が 65.8％、女性が 67.7％と女性の回答率が高くなっています。 

地区別では、「北部地区（いちばんぼし）」が 67.8％と最も高く、次いで、「東部地区（ぺ

んぎん）」が 67.6％となっています。 

なお、前回（平成 27 年度）と比較すると、市全体の回答率は 9.1 ポイント減少してい

ます。性別では男性が 10.8 ポイント、女性が 7.4ポイント減少し、75 歳～79 歳男性で

は 12.7 ポイント減少しています。 

 

図表 1.1-1 調査の回答者数・回答率（性別、日常生活圏域別） 

項目 調査対象者数（人） 回答者数（人） 回答率（％） 

市全体 6,910 4,613 66.8 

男性 3,399 2,235 65.8 

女性 3,511 2,378 67.7 

日常生活圏域別    

 

西部地区 
（かんえつ） 

1,877 1,221 65.1 

北部地区 
（いちばんぼし） 

2,136 1,448 67.8 

東部地区 
（ぺんぎん） 

1,764 1,192 67.6 

南部地区 
（いきいき） 

1,133 752 66.4 

 

図表 1.1-2 地区別の回答率（日常生活圏域別） 
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（２）性別及び地区別にみた調査対象者・回答者の構成割合 

回答者の年齢階級別構成割合をみると、市全体では 75 歳～79 歳が 56.1％と最も高

く、次いで 80歳～84 歳が 31.2％となっています。 

 性別では、75 歳～79 歳が男女ともに最も高く、男性は 55.1％、女性は 57.0％とな

っています。 

 地区別では、全ての地区で各年代の割合が市全体と同様の傾向を示し、「西部地区」

（57.7％）、「北部地区」（57.0％）の 75歳～79歳が市全体と比べ、高くなっています。 

 

図表 1.2-1 調査対象者の年齢階級別構成割合（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1.2-2 回答者の年齢階級別構成割合（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1.2-3 回答者の年齢階級別構成割合（地区別） 
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図表 1.2-4 調査対象者の性別・年齢階級別人口構成（地区別）      上段：人/下段：％ 

 

図表 1.2-5 回答者の性別・年齢階級別人口構成（地区別）        上段：人/下段：％ 

 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

平均年齢 
男 女 男 女 男 女 男 女 

回答者 
1,231 1,355 727 713 236 237 41 73 

79.8 
55.1 57.0 32.5 30.0 10.6 10.0 1.8 3.1 

西 部 
343 361 184 186 57 61 4 25 

79.7 
58.3 57.0 31.3 29.4 9.7 9.6 0.7 3.9 

北 部 
401 424 231 225 74 66 13 14 

79.7 
55.8 58.2 32.1 30.9 10.3 9.1 1.8 1.9 

東 部 
300 361 187 174 68 65 15 22 

80.1 
52.6 58.0 32.8 28.0 11.9 10.5 2.6 3.5 

南 部 
187 209 125 128 37 45 9 12 

80.0 
52.2 53.0 34.9 32.5 10.3 11.4 2.5 3.0 

  

 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

平均年齢 
男 女 男 女 男 女 男 女 

調査 
対象者 

1,915 1,985 1,067 1,044 351 355 66 127 
79.8 

56.3 56.5 31.4 29.7 10.3 10.1 1.9 3.6 

西 部 
526 539 284 283 94 100 11 40 

79.8 
57.5 56.0 31.0 29.4 10.3 10.4 1.2 4.2 

北 部 
608 613 339 324 111 94 17 30 

79.7 
56.6 57.8 31.5 30.5 10.3 8.9 1.6 2.8 

東 部 
471 514 276 256 91 99 23 34 

80.0 
54.7 56.9 32.1 28.3 10.6 11.0 2.7 3.8 

南 部 
310 319 168 181 55 62 15 23 

79.9 
56.6 54.5 30.7 30.9 10.0 10.6 2.7 3.9 
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６ 調査結果のまとめ 

 

今年度の調査対象者数は 6,910 人、回答者数は 4,613 人で、回答率は 66.8％となっ

ています。性別では、女性が 67.7％、男性が 65.8％と女性の方が回答率は高くなってい

ます。なお、前回（平成 27 年度）と比較すると、市全体の回答率は 9.1 ポイント減少し

ています。性別では男性が 10.8 ポイント、女性が 7.4 ポイント減少し、75 歳～79 歳男

性では 12.7ポイント減少しています。（P.８） 

回答者の年齢階級別構成割合をみると、市全体では 75 歳～79 歳が 56.1％と最も高

く、次いで 80歳～84 歳が 31.2％となっています。（P.９） 

家族構成については、「２人暮らし（２人とも 75 歳以上）」が 33.1％と最も高く、次い

で「３人以上で同居」が 28.7％、「２人暮らし（どちらかが 75 歳以上）」が 17.0％とな

っています。なお、前回（平成 27年度）と比較すると、「３人以上で同居」が 4.4ポイン

ト、「２人暮らし（どちらかが 75 歳以上）」が 1.1ポイント減少し、「２人暮らし（２人と

も 75歳以上）」が 4.9 ポイント、「１人暮らし」が 1.4 ポイント増加しています。（P.33） 

市全体のリスク該当者（１個以上該当者）の出現率は56.2％となっています。（P.43） 

リスク項目別に出現率をみると、市全体では、「うつ傾向」が30.6％で最も高くなっており、

次いで、「物忘れ」（27.0％）、「口腔機能低下」（21.0％）となっています。 

地区別に出現率の高いリスク項目をみると、「東部地区」では「生活機能低下」（9.8％）、

「閉じこもり」（10.5％）、「うつ傾向」（31.9％）、「南部地区」では「運動機能低下」（17.8％）、

「口腔機能低下」（22.2％）、「物忘れ」（29.1％）と、各リスク出現率の高い地区が「東部

地区」と「南部地区」に集中しています。（P.15） 

生活機能低下リスクの該当者出現率は、市全体で 8.9％となっており、前回（平成 27 年

度）と比較すると、市全体の該当者出現率は 1.3ポイント減少しています。性別にみると

「預貯金の出し入れをしていない」と「友人の家を訪ねていない」の２つで男性の出現率

が女性に比べて高い傾向となっています。特に「預貯金の出し入れをしていない」では、

男性と女性の差が大きくなっています。（P.19～P.20） 

運動機能低下リスクの該当者出現率は、市全体で16.2％となっており、前回（平成 27 年

度）と比較すると、市全体の該当者出現率は 1.9ポイント減少しています。性別にみると

「階段を手すりや壁をつたわらずに昇れない」と「転倒に対する不安が大きい」の２つで

女性の出現率が男性に比べて高い傾向となっています。（P.21～P.22） 

低栄養リスクの該当者出現率は、市全体で 1.4％となっており、前回（平成 27 年度）と

比較すると、市全体の該当者出現率は 0.4 ポイント増加しています。性別では差は見られ

ず、年齢階級別でみると、90歳以上で大幅に上昇しています。 

なお、今回は判定不能者が多く出ましたが（450人）、これは低栄養リスク判定に必要な問

11（体重減少）と問12（身長・体重）のいずれか、もしくは両方が無回答となっていたた

めです。（P.23） 

口腔機能低下リスクの該当者出現率は、市全体で 21.0％となっており、リスク該当者の

出現率は比較的高めとなっています。なお、前回（平成 27 年度）と比較すると、市全体

の該当者出現率は 1.7 ポイント増加しています。（P.25） 
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閉じこもりリスクの該当者出現率は、市全体で 9.9％となっており、前回（平成 27 年

度）と比較すると、市全体の該当者出現率は 1.4 ポイント増加しています。（P.27～P.28） 

物忘れリスクの該当者出現率は、市全体で 27.0％となっており、リスクの該当者出現率

は比較的高めとなっています。なお、前回（平成 27 年度）と比較すると、市全体の該当

者出現率は 1.1ポイント減少しています。（P.29） 

うつ傾向リスクの該当者出現率は、市全体で 30.6％となっており、リスクの該当者出現

率は比較的高めとなっています。なお、前回（平成 27 年度）と比較すると、市全体の該

当者出現率は 5.7 ポイント増加しています。性別では、女性（32.8％）が男性（28.3％）

を4.5ポイント上回っています。（P.31） 

人の話が聞き取れない、電話が聞き取りにくいことがあるかについては、「はい」が

40.9％となっています。テレビの音が大きいと言われたことがあるかについては、「はい」

が 33.6％となっています。（Ｐ.33～Ｐ.34） 

定期的に健康診断（定期健診）を受けているかについては、「はい」が 81.0％となって

います。 

定期的に受診している「かかりつけ医」の有無については、「はい（いる）」が 88.7％と

なっており、前回（平成 27 年度）と比較すると、「はい（いる）」が 2.6 ポイント増加し

ています。（Ｐ.34～Ｐ.35） 

新型コロナウィルス感染拡大の影響に関して、自粛生活で暮らしや気持ちに変化があった

かについては、「人と会う機会が減った」が 66.7％と最も高く、次いで「歩く速度が遅くな

った」が 46.3％、「運動する機会が減った」が 41.6％となっています。（Ｐ.36～Ｐ.37） 

社会参加の状況については、「趣味・教養・学習活動」が 22.1％と最も高く、次いで「ス

ポーツクラブや運動サークル」が 21.4％、「収入を伴う仕事」が 12.6％となっています。

（Ｐ.38～Ｐ.39） 

インターネットの利用状況については、「インターネットは利用していない」が 40.2％と

最も高く、次いで「ニュース等を見る」が 34.4％、「メールをする」が 33.9％となってい

ます。（Ｐ.40） 

「フレイル」の認知状況については、「はい（知っている）」が 46.0％で、「いいえ（知ら

ない）」を 2.0ポイント上回っています。（Ｐ.40） 

もの忘れについての相談意向をみると、「はい」が 27.1％、「いいえ」が 72.3％となっ

ています。（Ｐ.40） 

 

新型コロナウィルス感染症の拡大が、高齢者の生活へ「人と会う機会の減少」や「運動す

る機会の減少」という形で現れ、「毎日の生活に充実感がない」ことが「うつ傾向」につな

がっている可能性があります。また、「運動する機会の減少」や「歩行速度の低下」が「運動

機能低下」リスクの出現率上昇にも影響を及ぼしかねません。 

今までの生活様式が変わり、それが今後も続いていく可能性が高いことを考慮すると、リ

スク出現率の高い地区に限らず、継続的に動向を見ていく必要があります。 
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第２章 市全体の調査結果 

１ 基本チェックリスト判定結果 

（１）地区別にみたリスク別対象者数及び出現率 

リスク項目別に出現率をみると、市全体では、「うつ傾向」が30.6％で最も高くなっており、

次いで、「物忘れ」（27.0％）、「口腔機能低下」（21.0％）となっています。 

地区別に出現率の高いリスク項目をみると、「東部地区」では「生活機能低下」（9.8％）、

「閉じこもり」（10.5％）、「うつ傾向」（31.9％）、「南部地区」では「運動機能低下」

（17.8％）、「口腔機能低下」（22.2％）、「物忘れ」（29.1％）と、各リスク項目出現率の

高い地区が「東部地区」と「南部地区」に集中しています。 

なお、リスク項目に１つも該当しない「一般高齢者」は、市全体では 43.7％、地区別で

は「北部地区」が 45.7％で最も高くなっています。 

 

図表 2.1.1-1 リスク別人数及び出現率（地区別） 上段：人/下段：％ 

 一般高齢者 
介護予防事業 

対象者 
生活機能低下 運動機能低下 低栄養 

市全体 

n=4,613 

2,017  2,592  409  748  63  

43.7  56.2  8.9  16.2  1.4  

西部 

n=1,221 

533  688  102  197  15  

43.7  56.3  8.4  16.1  1.2  

北部 

n=1,448 

662  785  120  207  22  

45.7  54.2  8.3  14.3  1.5  

東部 

n=1,192 

511  679  117  210  16  

42.9  57.0  9.8  17.6  1.3  

南部 

n=752 

311  440  70  134  10  

41.4  58.5  9.3  17.8  1.3  

 

 口腔機能低下 閉じこもり 物忘れ うつ傾向 

市全体 

n=4,613 

967  455  1,247  1,412  

21.0  9.9  27.0  30.6  

西部 

n=1,221 

256  123  336  384  

21.0  10.1  27.5  31.4  

北部 

n=1,448 

298  137  384  411  

20.6  9.5  26.5  28.4  

東部 

n=1,192 

246  125  308  380  

20.6  10.5  25.8  31.9  

南部 

n=752 

167  70  219  237  

22.2  9.3  29.1  31.5  

  ※出現率が市全体を上回っている地区は網掛け、最も高い地区は太枠・太字にしています。 
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図表 2.1.1-2 介護予防事業対象者の該当者数と出現率（市全体・地区別） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.1-3 生活機能低下リスクの該当者数と出現率（市全体・地区別） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.1-4 運動機能低下リスクの該当者数と出現率（市全体・地区別） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.1-5 低栄養リスクの該当者数と出現率（市全体・地区別） 
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図表 2.1.1-6 口腔機能低下リスクの該当者数と出現率（市全体・地区別） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.1-7 閉じこもりリスクの該当者数と出現率（市全体・地区別） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.1-8 物忘れリスクの該当者数と出現率（市全体・地区別） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.1-9 うつ傾向リスクの該当者数と出現率（市全体・地区別） 
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56.2

54.3

58.0

43.7

45.6

42.0

0.1 

0.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

回答者

n=4,613

男 性

n=2,235

女 性

n=2,378

【性別】

50.8 

59.3 

70.6 

79.8 

49.1 

40.6 

29.4 

20.2 

0.1 

0.1 

0.0 

0.0 

75歳～79歳

n=2,586

80歳～84歳

n=1,440

85歳～89歳

n=  473

90歳以上

n=  114

【年齢階級】

48.5 

58.3 

69.1 

70.7 

51.4 

41.4 

30.9 

29.3 

0.1 

0.3 

0.0 

0.0 

75歳～79歳

n=1,231

80歳～84歳

n=  727

85歳～89歳

n=  236

90歳以上

n=   41

【年齢階級/男性】

52.8 

60.3 

72.2 

84.9 

47.1 

39.7 

27.8 

15.1 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

75歳～79歳

n=1,355

80歳～84歳

n=  713

85歳～89歳

n=  237

90歳以上

n=   73

【年齢階級/女性】

該当 非該当 判定不能

（２） 介護予防事業対象者に関する結果 

１ 性別・年齢別にみる介護予防事業対象者の該当者出現率 

介護予防事業対象の該当者出現率は、市全体で 56.2％となっています。 

性別では、女性が（58.0％）が男性（54.3％）を 3.7 ポイント上回っています。 

年齢階級別でみると、年齢階級が上がるとともに上昇する傾向があり、全ての年代で女

性が男性を上回っています。 

 

図表 2.1.2-1 介護予防事業対象の該当者出現率（性別・年齢階級別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第２章 市全体の調査結果 

19 
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94.4 
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64.0 
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n=2,586
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n=1,440
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n=  473
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n=  114
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5.1 

8.5 

15.3 

36.6 

94.8 

91.2 

84.7 

63.4 

0.1 

0.3 

0.0 

0.0 

75歳～79歳

n=1,231

80歳～84歳

n=  727

85歳～89歳

n=  236

90歳以上

n=   41

【年齢階級/男性】

5.9 

10.1 

23.2 

35.6 

93.9 

89.9 

76.8 

64.4 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

75歳～79歳

n=1,355

80歳～84歳

n=  713

85歳～89歳

n=  237

90歳以上

n=   73

【年齢階級/女性】

該当 非該当 判定不能

（３） 生活機能低下リスクに関する結果（暮らし） 

１ 性別・年齢別にみる生活機能低下リスクの該当者出現率 

生活機能低下リスクの該当者出現率は、市全体で 8.9％となっています。なお、前回（平

成 27年度）と比較すると、市全体の該当者出現率は 1.3ポイント減少しています。 

性別では、女性（9.8％）が男性（7.9％）を 1.9ポイント上回っており、90 歳以上を

除く全ての年代で女性が男性を上回っています。 

年齢階級別でみると、年齢階級が上がるとともに上昇する傾向があり、特に 85 歳～89

歳から出現率が高くなります。 

 

図表 2.1.3-1 生活機能低下リスクの該当者出現率（性別・年齢階級別） 
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２ 生活機能低下リスクに関する設問 

生活機能に関する設問では、性別にみると「預貯金の出し入れをしていない」と「友人

の家を訪ねていない」の２つで、男性の出現率が女性に比べて高い傾向が見られます。特

に「預貯金の出し入れをしていない」では、男性と女性の差が大きくなっています。 

 

図表 2.1.3-2 生活機能低下リスクに関する設問の回答結果（市全体・性別・年齢階級別） 

１）バスや電車で 1 人で外出していない           ２）日用品の買い物をしていない 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３）預貯金の出し入れをしていない             ４）友人の家を訪ねていない 
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（４） 運動機能低下リスクに関する結果（運動） 

１ 性別・年齢別にみる運動機能低下リスクの該当者出現率 

運動機能低下リスクの該当者出現率は、市全体で 16.2％となっています。なお、前回

（平成 27 年度）と比較すると、市全体の該当者出現率は 1.9 ポイント減少しています。 

性別では、女性（19.7％）が男性（12.5％）を 7.2 ポイント上回っています。 

年齢階級別でみると、年齢階級が上がるとともに上昇する傾向があります。全ての年代

で女性が男性を大きく上回っており、早期の段階から介護予防教室などの参加を促す取組

が必要であると考えられます。 

 

図表 2.1.4-1 運動機能低下リスクの該当者出現率（性別・年齢階級別） 
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２ 運動機能低下リスクに関する設問 

運動機能に関する設問では、性別にみると「階段を手すりや壁をつたわらずに昇れない」

と「転倒に対する不安が大きい」の２つで、女性の出現率が男性に比べて高い傾向となっ

ています。特に「転倒に対する不安が大きい」では、最も差が開いている 90 歳以上では、

21.6 ポイントの差となっています（男性 53.7％・女性 75.3％）。 

 

図表 2.1.4-2 運動機能低下リスクに関する設問の回答結果（市全体・性別・年齢階級別） 

１）階段を手すりや壁をつたわらずに昇れない       ２）椅子に座った状態から何もつかまらずに 

立ち上がれない 
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（５） 低栄養リスクに関する結果（栄養） 

１ 性別・年齢別にみる低栄養リスクの該当者出現率 

低栄養リスクの該当者出現率は、市全体で 1.4％となっています。なお、前回（平成 27

年度）と比較すると、市全体の該当者出現率は 0.4ポイント増加しています。 

性別では差は見られず、年齢階級別でみると、90歳以上で大幅に上昇しています。 

なお、今回は判定不能者が多く出ましたが（450 人）、これは低栄養リスク判定に必要

な問 11（体重減少）と問 12（身長・体重）のいずれか、もしくは両方が無回答となって

いたためです。 

 

図表 2.1.5-1 低栄養リスクの該当者出現率（性別・年齢階級別） 
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２ 低栄養リスクに関する設問 

低栄養リスクに関する設問では、性別にみると「ＢＭＩ（18.5 未満）」について、女性

の出現率が男性に比べて全ての年代で上回っており、最も差が開いている 90 歳以上では、

9.4 ポイントの差となっています（男性 9.8％・女性 19.2％）。 

 

図表 2.1.5-2 低栄養リスクに関する設問の回答結果（市全体・性別・年齢階級別） 

１）６か月間で２～３kg 以上の体重減少があった          ２）ＢＭＩ（18.5 未満） 
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（６） 口腔機能低下リスクに関する結果（歯や口） 

１ 性別・年齢別にみる口腔機能低下リスクの該当者出現率 

口腔機能低下リスクの該当者出現率は、市全体で 21.0％となっており、リスク該当者の

出現率は比較的高めとなっています。なお、前回（平成 27 年度）と比較すると、市全体

の該当者出現率は 1.7 ポイント増加しています。 

性別では差は見られず、年齢階級別でみると、年齢階級が上がるとともに上昇する傾向

があります。 

 

図表 2.1.6-1 口腔機能低下リスクの該当者出現率（性別・年齢階級別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



鶴ヶ島市 

26 

 

２ 口腔機能低下リスクに関する設問 

口腔機能低下リスクに関する設問では、性別での差はほとんど見られませんが、「半年前

に比べて固いものが食べにくくなった」は、「85～89 歳」では 10.0 ポイントの差となっ

ています（男性 30.5％・女性 40.5％）。また、「口（くち）の渇きが気になる」の、「90

歳以上」では、7.1 ポイントの差となっています（男性 24.4％・女性 31.5％）。 

 

図表 2.1.6-2 口腔機能低下リスクに関する設問の回答結果（市全体・性別・年齢階級別） 

１）半年前に比べて固いものが食べにくくなった        ２）お茶や汁物等でむせることがある 
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（７） 閉じこもりリスクに関する結果（外出） 

１ 性別・年齢別にみる閉じこもりリスクの該当者出現率 

閉じこもりリスクの該当者出現率は、市全体で 9.9.％となっています。なお、前回（平

成 27年度）と比較すると、市全体の該当者出現率は 1.4ポイント増加しています。 

性別では、女性（11.6％）が男性（8.0％）を 3.6ポイント上回っています。 

年齢階級別でみると、年齢階級が上がるとともに上昇する傾向があり、特に女性の「80

歳～84 歳」と「85 歳～89歳」は男性より上昇幅が大きくなっています。 

 

図表 2.1.7-1 閉じこもりリスクの該当者出現率（性別・年齢階級別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



鶴ヶ島市 

28 

 

２ 閉じこもりリスクに関する設問 

閉じこもりリスクに関する設問では、性別にみると女性の出現率が男性に比べて高い傾

向となっています。特に「昨年と比べて外出の回数が減っている」では、全ての年代で女

性が男性を大きく上回っており、最も差が小さい 85～89歳でも、10.8ポイントの差と

なっています（男性 48.7％・女性 59.5％）。 

 

図表 2.1.7-2 閉じこもりリスクに関する設問の回答結果（市全体・性別・年齢階級別） 

１）週に１回以上は外出していない         ２）昨年と比べて外出の回数が減っている 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.7 7.3 12.7 

34.1 

7.5 
13.5 

22.4 

35.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

75～79歳

n=1,231

n=1,355
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72.6

71.3
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0.4 
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0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

回答者

n=4,613

男 性

n=2,235

女 性

n=2,378

【性別】

24.0 
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43.9 
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72.4 

61.1 

54.4 

0.4 
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0.4 

1.8 

75歳～79歳
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80歳～84歳
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85歳～89歳
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90歳以上

n=  114
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26.6 

39.2 

42.5 
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56.2 

0.4 
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75歳～79歳

n=1,355

80歳～84歳

n=  713

85歳～89歳

n=  237

90歳以上

n=   73

【年齢階級/女性】

該当 非該当 判定不能

（８） 物忘れリスクに関する結果（もの忘れ） 

１ 性別・年齢別にみる物忘れリスクの該当者出現率 

物忘れリスクの該当者出現率は、市全体で 27.0％となっており、リスクの該当者出現率

は比較的高めとなっています。なお、前回（平成 27 年度）と比較すると、市全体の該当

者出現率は 1.1ポイント減少しています。 

性別では、男性（28.3％）が女性（25.9％）を 2.4 ポイント上回っています。 

年齢階級別でみると、年齢階級が上がるとともに上昇する傾向があり、「85 歳～89歳」

を除く全ての年代で男性が女性を上回っています。 

 

図表 2.1.8-1 物忘れリスクの該当者出現率（性別・年齢階級別） 
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２ 物忘れリスクに関する設問 

物忘れリスクに関する設問では、「物を置いた場所がわからなくなったり、なくすことが

ある」では、全ての年代で女性が男性を上回り、「何回も家の鍵がかかっているか見に行っ

てしまう」では、90 歳以上を除く全ての年代で男性が女性を上回っています。 

 

図表 2.1.8-2 物忘れリスクに関する設問の回答結果（市全体・性別・年齢階級別） 

１）周りの人から「いつも同じ事を聞く」       ２）自分で電話番号を調べて、電話をかける 

などの物忘れがあると言われる            ことをしていない  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３）今日が何月何日かわからない時がある       ４）物を置いた場所がわからなくなったり、 

なくすことがある 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

５）何回も家の鍵がかかっているか見に行ってしまう 
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該当 非該当 判定不能

（９） うつ傾向リスクに関する結果（こころ） 

１ 性別・年齢別にみるうつ傾向リスクの該当者出現率 

うつ傾向リスクの該当者出現率は、市全体で 30.6％となっており、リスクの該当者出現

率は比較的高めとなっています。なお、前回（平成 27 年度）と比較すると、市全体の該

当者出現率は 5.7 ポイント増加しています。 

性別では、女性（32.8％）が男性（28.3％）を 4.5 ポイント上回っています。 

年齢階級別でみると、年齢階級が上がるとともに上昇する傾向があります。また、全て

の年代で女性が男性を上回っています。 

 

図表 2.1.9-1 うつ傾向リスクの該当者出現率（性別・年齢階級別） 
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２ うつ傾向リスクに関する設問 

うつ傾向リスクに関する設問では、「毎日の生活に充実感がない」に「はい」と回答した

方の出現率が他の設問と比較して高くなっています。 

性別にみると、「自分は役に立つ人間だと思えない事がある」と「わけもなく疲れたよう

な感じがする」が男性の 90 歳以上で女性を大きく上回っています。 

 

図表 2.1.9-2 うつ傾向リスクに関する設問の回答結果（市全体・性別・年齢階級別） 

１）毎日の生活に充実感がない   ２）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３）以前は楽にできていたことが今では         ４）自分は役に立つ人間だと思えない事がある 

おっくうに感じられる  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

５）わけもなく疲れたような感じがする 
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２ 市独自設問 

（１） 本人状況等に関する設問 

家族構成については、「２人暮らし（２人とも 75 歳以上）」が 33.1％と最も高く、次い

で「３人以上で同居」が 28.7％、「２人暮らし（どちらかが 75 歳以上）」が 17.0％とな

っています。 

なお、前回（平成 27 年度）と比較すると、「３人以上で同居」が 4.4 ポイント、「２人

暮らし（どちらかが 75 歳以上）」が 1.1 ポイント減少し、「２人暮らし（２人とも 75歳

以上）」が 4.9ポイント、「１人暮らし」が 1.4 ポイント増加しています。 

日頃から相談したり支えてくれる人の有無については、「はい（いる）」が 85.6％となっ

ています。 

 

図表 2.2.1-1 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.1-2 日頃から相談したり支えてくれる人の有無 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 聴力に関する設問 

人の話が聞き取れない、電話が聞き取りにくいことがあるかについては、「はい」が

40.9％となっています。 

テレビの音が大きいと言われたことがあるかについては、「はい」が 33.6％となってい

ます。 

 

図表 2.2.2-1 人の話が聞き取れない、電話が聞き取りにくいことがあるか 

 

 

 

 

 

 

16.7 33.1 17.0 28.7 
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全体 n=4,613

1人暮らし ２人暮らし（２人とも75歳以上）

２人暮らし（どちらかが75歳以上） ３人以上で同居

その他 無回答

85.6 10.1 4.2 

0% 25% 50% 75% 100%

全体 n=4,613

はい（いる） いいえ（いない） 無回答

40.9 57.1 2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

全体 n=4,613

はい いいえ 無回答
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図表 2.2.2-2 テレビの音が大きいと言われたことがあるか 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 医療に関する設問 

定期的に健康診断（定期健診）を受けているかについては、「はい」が 81.0％となって

います。 

定期的に受診している「かかりつけ医」の有無については、「はい（いる）」が 88.7％と

なっています。 

なお、前回（平成 27年度）と比較すると、「はい」が 2.6 ポイント増加しています。 

 

図表 2.2.3-1 定期的に健康診断（定期健診）を受けているか 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.3-2 性別・年齢階級別回答結果               上段：人/下段：％ 

 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

n=2,586 n=1,440 n=473 n=114 

はい 
2,123  1,155  374  85  

82.1  80.2  79.1  74.6  

いいえ 
422  252  84  25  

16.3  17.5  17.8  21.9  

無回答 
41  33  15  4  

1.6  2.3  3.2  3.5  

  

33.6 63.6 2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

全体 n=4,613

はい いいえ 無回答

81.0 17.0 2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体 n=4,613

はい いいえ 無回答
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図表 2.2.3-3 定期的に受診している「かかりつけ医」の有無 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.3-4 性別・年齢階級別回答結果               上段：人/下段：％ 

 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

n=2,586 n=1,440 n=473 n=114 

はい 
2,286  1,280  426  99  

88.4  88.9  90.1  86.8  

いいえ 
263  136  33  13  

10.2  9.4  7.0  11.4  

無回答 
37  24  14  2  

1.4  1.7  3.0  1.8  

 

  

88.7 9.6 1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

全体 n=4,613

はい（いる） いいえ（いない） 無回答
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41.6 

46.3 

66.7 

20.7 

23.3 

11.4 

18.5 

1.6 

6.8 

11.0 

0% 25% 50% 75% 100%

運動する機会が減った

歩く速度が遅くなった

人と会う機会が減った

笑うことが減った

活気がなくなった

食欲が落ちた

物忘れが増えた

生活に介助が必要となった

その他

無回答

全体

n=4,613

（４） 新型コロナウィルスの影響に関する設問 

新型コロナウィルス感染拡大の影響に関して、自粛生活で暮らしや気持ちに変化があっ

たかについては、「人と会う機会が減った」が 66.7％と最も高く、次いで「歩く速度が遅

くなった」が 46.3％、「運動する機会が減った」が 41.6％となっています。 

「その他」の意見を見ると、外出機会の減少や体力の低下などが多くみられる一方で、

生活習慣や今後を考える好機と受け止めている意見もあります。 

 

図表 2.2.4-1 自粛生活で暮らしや気持ちに変化があったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.4-2 「その他」への記載内容 

いろいろなサークルがすべて中止になり生活にはりあいがなくした。 

楽しみが減った。外出しなくなった。テレビ視聴時間が増えた。 

インターネット検索時間が増えた。 

公民館が閉鎖になり、運動不足になり体力おちました。 

買い物の回数が少なくなった為、歩く事がへった。 

会話が少なくなった。 

収入が減った。 

この先生活が不安。 

自しゅく生活で生活が規則正しくなった、毎日ウォーキングで元気になり、家族共々正しい生活習慣。 

自分のやりたい事を考える良い機会になった様に思います。 

読書が増えた。 
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図表 2.2.4-3 性別・年齢階級別回答結果               上段：人/下段：％ 

 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

n=2,586 n=1,440 n=473 n=114 

運動をする機会が減った 
1,020  626  218  56  

39.4  43.5  46.1  49.1  

歩く速度が遅くなった 
1,051  723  287  76  

40.6  50.2  60.7  66.7  

人と会う機会が減った 
1,775  926  298  77  

68.6  64.3  63.0  67.5  

笑うことが減った 
510  311  102  33  

19.7  21.6  21.6  28.9  

活気がなくなった 
579  333  123  42  

22.4  23.1  26.0  36.8  

食欲が落ちた 
214  205  84  25  

8.3  14.2  17.8  21.9  

物忘れが増えた 
390  298  133  33  

15.1  20.7  28.1  28.9  

生活に介助が必要となった 
23  25  17  10  

0.9  1.7  3.6  8.8  

その他 
167  94  46  5  

6.5  6.5  9.7  4.4  

無回答 
282  162  50  13  

10.9  11.3  10.6  11.4  
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7.0 

11.3 

9.0 

4.3 

21.4 

6.7 

22.1 

12.6 

8.9 

36.3 

0% 25% 50% 75% 100%

ボランティア

自治会・支え合い協議会

老人クラブ

市主催の事業

スポーツクラブや運動サークル

地域のラジオ体操

趣味・教養・学習活動

収入を伴う仕事

その他

無回答

全体

n=4,613

（５） 社会参加の状況に関する設問 

社会参加の状況については、「趣味・教養・学習活動」が 22.1％と最も高く、次いで「ス

ポーツクラブや運動サークル」が 21.4％、「収入を伴う仕事」が 12.6％となっています。 

「その他」の意見を見ると、新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、社会参加の機

会が失われたという意見や、転入から間もないため外部との接触機会がないという意見が

あります。 

 

図表 2.2.5-1 社会参加の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.5-2 「その他」への記載内容 

コロナウィルス感染症のため運動サークル、ボランティアもできなくなりました。 

３年前に転入して来たので人とのつながりがない。 

ＮＰＯ事業活動。 
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図表 2.2.5-3 性別・年齢階級別回答結果               上段：人/下段：％ 

 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

n=2,586 n=1,440 n=473 n=114 

ボランティア 
203  102  17  2  

7.8  7.1  3.6  1.8  

自治会・支え合い協議会 
297  171  47  7  

11.5  11.9  9.9  6.1  

老人クラブ 
178  152  63  20  

6.9  10.6  13.3  17.5  

市主催の事業 
109  63  21  6  

4.2  4.4  4.4  5.3  

スポーツクラブや運動サークル 
596  309  69  14  

23.0  21.5  14.6  12.3  

地域のラジオ体操 
167  105  33  4  

6.5  7.3  7.0  3.5  

趣味・教養・学習活動 
613  296  84  25  

23.7  20.6  17.8  21.9  

収入を伴う仕事 
440  120  20  1  

17.0  8.3  4.2  0.9  

その他 
208  140  50  14  

8.0  9.7  10.6  12.3  

無回答 
847  555  217  56  

32.8  38.5  45.9  49.1  
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34.4 

15.8 

15.4 

33.9 

40.2 

20.3 

0% 25% 50% 75% 100%

ニュース等を見る

動画を見る

買い物をする

メールをする

インターネットは利用していない

無回答

全体

n=4,613

（６） その他の設問 

インターネットの利用状況については、「インターネットは利用していない」が 40.2％

と最も高く、次いで「ニュース等を見る」が 34.4％、「メールをする」が 33.9％となって

います。 

「フレイル」の認知状況については、「はい（知っている）」が 46.0％で、「いいえ（知

らない）」を 2.0 ポイント上回っています。 

もの忘れについての相談意向をみると、「はい」が 27.1％、「いいえ」が 72.3％となっ

ています。 

 

図表 2.2.6-1 インターネットの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.6-2 「フレイル」の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.6-3 もの忘れについての相談意向 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.0 44.0 10.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体 n=4,613

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答

27.1 72.3 0.5

0% 25% 50% 75% 100%

全体 n=4,613

はい いいえ 無回答
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43.7 

56.2 

8.9 
16.2 

1.4 

21.0 

9.9 

27.0 30.6 

0.0

50.0

100.0

一般高齢者 介護

予防事業

対象者

生活機能

低下リスク

運動機能

低下リスク

低栄養

リスク

口腔機能

低下リスク

閉じこもり

リスク

物忘れ

リスク

うつ傾向

リスク

市全体 n=4,613

（％）

第３章 日常生活圏域別の調査結果 

１ 市全体 

（１）リスク項目別の出現率 

市全体のリスク該当者（１個以上該当者）の出現率は 56.2％となっています。 

 リスク項目別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「物忘れ」と「うつ傾向」の出現率

が高く、男女ともに全ての年代で 20％を超えています。 

 

図表 3.1-1 一般高齢者の出現率とリスク項目別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.1-2 リスク項目別人数及び出現率（性別・年齢階級別）     上段：人/下段：％ 

市全体 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

男 女 男 女 男 女 男 女 

n=4,613 n=1,231 n=1,355 n=727 n=713 n=236 n=237 n=41 n=73 

一般高齢者 
633  638  301  283  73  66  12  11  

51.4  47.1  41.4  39.7  30.9  27.8  29.3  15.1  

介護予防 
事業対象者 

597  716  424  430  163  171  29  62  

48.5  52.8  58.3  60.3  69.1  72.2  70.7  84.9  

生活機能 
低下 

63  80  62  72  36  55  15  26  

5.1  5.9  8.5  10.1  15.3  23.2  36.6  35.6  

運動機能 
低下 

94  210  114  144  55  75  17  39  

7.6  15.5  15.7  20.2  23.3  31.6  41.5  53.4  

低栄養 
14  17  13  4  1  7  2  5  

1.1  1.3  1.8  0.6  0.4  3.0  4.9  6.8  

口腔機能 

低下 

225  264  164  159  54  60  14  27  

18.3  19.5  22.6  22.3  22.9  25.3  34.1  37.0  

閉じこもり 
82  101  53  96  30  53  14  26  

6.7  7.5  7.3  13.5  12.7  22.4  34.1  35.6  

物忘れ 
319  301  205  190  89  93  19  31  

25.9  22.2  28.2  26.6  37.7  39.2  46.3  42.5  

うつ傾向 
296  395  221  246  96  101  19  38  

24.0  29.2  30.4  34.5  40.7  42.6  46.3  52.1  
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43.7 

56.2 

8.9 
16.2 

1.4 

21.0 

9.9 

27.0 
30.6 

43.7 

56.3 

8.4 
16.1 

1.2 

21.0 
10.1 

27.5 
31.4 

0.0

50.0

100.0

一般高齢者 介護

予防事業

対象者

生活機能

低下リスク

運動機能

低下リスク

低栄養

リスク

口腔機能

低下リスク

閉じこもり

リスク

物忘れ

リスク

うつ傾向

リスク

市全体 n=4,613 西部 n=1,221

（％）

２ 西部地区（かんえつ） 

（１）リスク項目別の出現率 

「西部地区」のリスク該当者（１個以上該当者）の出現率は 56.3％で、市全体の出現率

を 0.1ポイント上回っています。リスク別の出現率は、「閉じこもり」と「物忘れ」、「うつ

傾向」リスクで市全体の出現率を上回っています。 

 リスク項目別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「物忘れ」、「うつ傾向」リスクでは

男女ともに全ての年代で 20％を超えています。 

 

図表 3.2-1 一般高齢者の出現率とリスク項目別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.2-2 リスク項目別人数及び出現率（性別・年齢階級別）     上段：人/下段：％ 

西部 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

男 女 男 女 男 女 男 女 

n=1,221 n=343 n=361 n=184 n=186 n=57 n=61 n=4 n=25 

一般高齢者 
180  158  79  78  19  11  1  7  

52.5  43.8  42.9  41.9  33.3  18.0  25.0  28.0  

介護予防 
事業対象者 

163  203  105  108  38  50  3  18  

47.5  56.2  57.1  58.1  66.7  82.0  75.0  72.0  

生活機能 
低下 

12  21  14  22  6  17  2  8  

3.5  5.8  7.6  11.8  10.5  27.9  50.0  32.0  

運動機能 
低下 

22  59  31  38  9  23  2  13  

6.4  16.3  16.8  20.4  15.8  37.7  50.0  52.0  

低栄養 
3  7  3  0  0  0  0  2  

0.9  1.9  1.6  0.0  0.0  0.0  0.0  8.0  

口腔機能 

低下 

60  74  47  37  11  20  0  7  

17.5  20.5  25.5  19.9  19.3  32.8  0.0  28.0  

閉じこもり 
25  28  11  25  5  17  2  10  

7.3  7.8  6.0  13.4  8.8  27.9  50.0  40.0  

物忘れ 
89  89  46  54  22  26  2  8  

25.9  24.7  25.0  29.0  38.6  42.6  50.0  32.0  

うつ傾向 
87  107  59  66  22  31  1  11  

25.4  29.6  32.1  35.5  38.6  50.8  25.0  44.0  
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n=184
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n= 57

n= 61

74.6%

90歳以上

n=  4

n= 25

72.4%

介護予防事業対象者

地区計 男性 女性

6.4 16.8 

15.8 

50.0 16.3 20.4 
37.7 

52.0 

0%

20%

40%

60%

75～79歳

n=343
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11.5%
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n=184
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85～89歳

n= 57

n= 61
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90歳以上
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運動機能低下
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図表 3.2-3 リスク項目別・性別・年齢階級別出現率（西部・市全体） 
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図表 3.2-4 他リスクとの重複人数及び出現率              上段：人/下段：％ 

項目 

介護予防

事業 

対象者 

生活機能 

低下 

運動機能 

低下 
低栄養 

口腔機能

低下 
閉じこもり 物忘れ うつ傾向 

介護予防 

事業対象者 

688 102 197 15 256 123 336 384 

100.0 14.8 28.6 2.2 37.2 17.9 48.8 55.8 

生活機能 

低下 

102 102 77 5 62 52 75 72 

100.0 100.0 75.5 4.9 60.8 51.0 73.5 70.6 

運動機能 

低下 

197 77 197 3 74 51 87 104 

100.0 39.1 100.0 1.5 37.6 25.9 44.2 52.8 

低栄養 
15 5 3 15 8 2 7 11 

100.0 33.3 20.0 100.0 53.3 13.3 46.7 73.3 

口腔機能 

低下 

256 62 74 8 256 31 127 142 

100.0 24.2 28.9 3.1 100.0 12.1 49.6 55.5 

閉じこもり 
123 52 51 2 31 123 45 65 

100.0 42.3 41.5 1.6 25.2 100.0 36.6 52.8 

物忘れ 
336 75 87 7 127 45 336 188 

100.0 22.3 25.9 2.1 37.8 13.4 100.0 56.0 

うつ傾向 
384 72 55 104 11 142 65 384 

100.0 18.8 14.3 27.1 2.9 37.0 16.9 100.0 
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予防事業
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低下リスク
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低下リスク
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リスク

口腔機能

低下リスク
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リスク

物忘れ
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うつ傾向

リスク

市全体 n=4,613 北部 n=1,448

（％）

３ 北部地区（いちばんぼし） 

（１）リスク項目別の出現率 

「北部地区」のリスク該当者（１個以上該当者）の出現率は 54.2％で、市全体の出現率

を 2.0ポイント下回っています。リスク別の出現率は、「低栄養」以外の全てのリスクで市

全体の出現率を下回っています。 

 リスク項目別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「物忘れ」、「うつ傾向」リスクでは

男女ともに全ての年代で 20％を超えています。 

 

図表 3.3-1 一般高齢者の出現率とリスク項目別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.3-2 リスク項目別人数及び出現率（性別・年齢階級別）          上段：人/下段：％ 

北部 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

男 女 男 女 男 女 男 女 

n=1,448 n=401 n=424 n=231 n=225 n=74 n=66 n=13 n=14 

一般高齢者 
197  220  98  97  22  23  4  1  

49.1  51.9  42.4  43.1  29.7  34.8  30.8  7.1  

介護予防 
事業対象者 

204  203  133  128  52  43  9  13  

50.9  47.9  57.6  56.9  70.3  65.2  69.2  92.9  

生活機能 
低下 

21  26  20  17  11  15  5  5  

5.2  6.1  8.7  7.6  14.9  22.7  38.5  35.7  

運動機能 
低下 

27  63  32  42  15  16  5  7  

6.7  14.9  13.9  18.7  20.3  24.2  38.5  50.0  

低栄養 
6  5  4  2  0  2  1  2  

1.5  1.2  1.7  0.9  0.0  3.0  7.7  14.3  

口腔機能 

低下 

74  83  53  43  15  16  8  6  

18.5  19.6  22.9  19.1  20.3  24.2  61.5  42.9  

閉じこもり 
28  34  18  31  6  12  3  5  

7.0  8.0  7.8  13.8  8.1  18.2  23.1  35.7  

物忘れ 
103  86  64  58  30  29  8  6  

25.7  20.3  27.7  25.8  40.5  43.9  61.5  42.9  

うつ傾向 
91  116  67  64  29  28  8  8  

22.7  27.4  29.0  28.4  39.2  42.4  61.5  57.1  
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図表 3.3-3 リスク項目別・性別・年齢階級別出現率（北部・市全体） 
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図表 3.3-4 他リスクとの重複人数及び出現率             上段：人/下段：％ 

項目 

介護予防

事業 

対象者 

生活機能 

低下 

運動機能 

低下 
低栄養 

口腔機能

低下 
閉じこもり 物忘れ うつ傾向 

介護予防 

事業対象者 

785 120 207 22 298 137 384 411 

100.0 15.3 26.4 2.8 38.0 17.5 48.9 52.4 

生活機能 

低下 

120  120  74  9  71  50  87  81  

100.0 100.0 61.7 7.5 59.2 41.7 72.5 67.5 

運動機能 

低下 

207  74  207  4  82  41  86  104  

100.0 35.7 100.0 1.9 39.6 19.8 41.5 50.2 

低栄養 
22  9  4  22  8  4  5  9  

100.0 40.9 18.2 100.0 36.4 18.2 22.7 40.9 

口腔機能 

低下 

298  71  82  8  298  32  131  160  

100.0 23.8 27.5 2.7 100.0 10.7 44.0 53.7 

閉じこもり 
137  50  41  4  32  137  52  53  

100.0 36.5 29.9 2.9 23.4 100.0 38.0 38.7 

物忘れ 
384  87  86  5  131  52  384  197  

100.0 22.7 22.4 1.3 34.1 13.5 100.0 51.3 

うつ傾向 
411  81  104  9  160  53  197  411  

100.0 19.7 25.3 2.2 38.9 12.9 47.9 100.0 
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56.2 
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42.9 
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9.8 
17.6 

1.3 

20.6 10.5 
25.8 

31.9 

0.0

50.0

100.0

一般高齢者 介護

予防事業

対象者

生活機能

低下リスク

運動機能

低下リスク

低栄養

リスク

口腔機能

低下リスク

閉じこもり

リスク

物忘れ

リスク

うつ傾向

リスク

市全体 n=4,613 東部 n=1,192

（％）

４ 東部地区（ぺんぎん） 

（１）リスク項目別の出現率 

「東部地区」のリスク該当者（１個以上該当者）の出現率は 57.0％で、市全体の出現率

を 0.8ポイント上回っています。リスク別の出現率は、「低栄養」と「物忘れ」以外の全て

のリスクで市全体の出現率を上回っています。 

 リスク項目別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「うつ傾向」リスクでは男女ともに

全ての年代で 20％を超えています。 

 

図表 3.4-1 一般高齢者の出現率とリスク項目別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.4-2 リスク項目別人数及び出現率（性別・年齢階級別）          上段：人/下段：％ 

東部 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

男 女 男 女 男 女 男 女 

n=1,192 n=300 n=361 n=187 n=174 n=68 n=65 n=15 n=22 

一般高齢者 
156  169  66  74  18  21  5  2  

52.0  46.8  35.3  42.5  26.5  32.3  33.3  9.1  

介護予防 
事業対象者 

144  192  119  100  50  44  10  20  

48.0  53.2  63.6  57.5  73.5  67.7  66.7  90.9  

生活機能 
低下 

18  22  17  19  13  13  4  11  

6.0  6.1  9.1  10.9  19.1  20.0  26.7  50.0  

運動機能 
低下 

28  57  28  32  24  22  6  13  

9.3  15.8  15.0  18.4  35.3  33.8  40.0  59.1  

低栄養 
2  3  3  1  1  4  1  1  

0.7  0.8  1.6  0.6  1.5  6.2  6.7  4.5  

口腔機能 

低下 

54  60  42  42  20  15  3  10  

18.0  16.6  22.5  24.1  29.4  23.1  20.0  45.5  

閉じこもり 
23  24  18  20  12  14  6  8  

7.7  6.6  9.6  11.5  17.6  21.5  40.0  36.4  

物忘れ 
80  71  55  41  26  21  3  11  

26.7  19.7  29.4  23.6  38.2  32.3  20.0  50.0  

うつ傾向 
71  107  64  66  32  24  5  11  

23.7  29.6  34.2  37.9  47.1  36.9  33.3  50.0  
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図表 3.4-3 リスク項目別・性別・年齢階級別出現率（東部・市全体） 
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図表 3.4-4 他リスクとの重複人数及び出現率             上段：人/下段：％ 

項目 

介護予防

事業 

対象者 

生活機能 

低下 

運動機能 

低下 
低栄養 

口腔機能

低下 
閉じこもり 物忘れ うつ傾向 

介護予防 

事業対象者 

679  117  210  16  246  125  308  380  

100.0 17.2 30.9 2.4 36.2 18.4 45.4 56.0 

生活機能 

低下 

117  117  84  5  73  56  90  86  

100.0 100.0 71.8 4.3 62.4 47.9 76.9 73.5 

運動機能 

低下 

210  84  210  3  85  53  84  119  

100.0 40.0 100.0 1.4 40.5 25.2 40.0 56.7 

低栄養 
16  5  3  16  9  4  4  13  

100.0 31.3 18.8 100.0 56.3 25.0 25.0 81.3 

口腔機能 

低下 

246  73  85  9  246  40  112  128  

100.0 29.7 34.6 3.7 100.0 16.3 45.5 52.0 

閉じこもり 
125  56  53  4  40  125  47  72  

100.0 44.8 42.4 3.2 32.0 100.0 37.6 57.6 

物忘れ 
308  90  84  4  112  47  308  160  

100.0 29.2 27.3 1.3 36.4 15.3 100.0 51.9 

うつ傾向 
380  86  119  13  128  72  160  380  

100.0 22.6 31.3 3.4 33.7 18.9 42.1 100.0 
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一般高齢者 介護

予防事業

対象者

生活機能

低下リスク

運動機能

低下リスク

低栄養

リスク

口腔機能

低下リスク

閉じこもり

リスク

物忘れ

リスク

うつ傾向

リスク

市全体 n=4,613 南部 n= 752

（％）

５ 南部地区（いきいき） 

（１）リスク項目別の出現率 

「南部地区」のリスク該当者（１個以上該当者）の出現率は 58.5％で、市全体の出現率

を 2.3ポイント上回っています。リスク別の出現率は、「低栄養」と「閉じこもり」以外の

全てのリスクで市全体の出現率を上回っています。 

 リスク項目別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「物忘れ」、「うつ傾向」リスクでは

男女ともに全ての年代で 25％を超えています。 

 

図表 3.5-1 一般高齢者の出現率とリスク項目別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.5-2 リスク項目別人数及び出現率（性別・年齢階級別）          上段：人/下段：％ 

南部 
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳以上 

男 女 男 女 男 女 男 女 

n=752 n=187 n=209 n=125 n=128 n=37 n=45 n=9 n=12 

一般高齢者 
100  91  58  34  14  11  2  1  

53.5  43.5  46.4  26.6  37.8  24.4  22.2  8.3  

介護予防 
事業対象者 

86  118  67  94  23  34  7  11  

46.0  56.5  53.6  73.4  62.2  75.6  77.8  91.7  

生活機能 
低下 

12  11  11  14  6  10  4  2  

6.4  5.3  8.8  10.9  16.2  22.2  44.4  16.7  

運動機能 
低下 

17  31  23  32  7  14  4  6  

9.1  14.8  18.4  25.0  18.9  31.1  44.4  50.0  

低栄養 
3  2  3  1  0  1  0  0  

1.6  1.0  2.4  0.8  0.0  2.2  0.0  0.0  

口腔機能 

低下 

37  47  22  37  8  9  3  4  

19.8  22.5  17.6  28.9  21.6  20.0  33.3  33.3  

閉じこもり 
6  15  6  20  7  10  3  3  

3.2  7.2  4.8  15.6  18.9  22.2  33.3  25.0  

物忘れ 
47  55  40  37  11  17  6  6  

25.1  26.3  32.0  28.9  29.7  37.8  66.7  50.0  

うつ傾向 
47  65  31  50  13  18  5  8  

25.1  31.1  24.8  39.1  35.1  40.0  55.6  66.7  
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図表 3.5-3 リスク項目別・性別・年齢階級別出現率（南部・市全体） 
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図表 3.5-4 他リスクとの重複人数及び出現率                          上段：人/下段：％ 

項目 

介護予防

事業 

対象者 

生活機能 

低下 

運動機能 

低下 
低栄養 

口腔機能

低下 
閉じこもり 物忘れ うつ傾向 

介護予防 

事業対象者 

440  70  134  10  167  70  219  237  

100.0 15.9 30.5 2.3 38.0 15.9 49.8 53.9 

生活機能 

低下 

70  70  50  5  46  32  62  52  

100.0 100.0 71.4 7.1 65.7 45.7 88.6 74.3 

運動機能 

低下 

134  50  134  4  51  34  72  73  

100.0 37.3 100.0 3.0 38.1 25.4 53.7 54.5 

低栄養 
10  5  4  10  2  3  4  6  

100.0 50.0 40.0 100.0 20.0 30.0 40.0 60.0 

口腔機能 

低下 

167  46  51  2  167  26  80  91  

100.0 27.5 30.5 1.2 100.0 15.6 47.9 54.5 

閉じこもり 
70  32  34  3  26  70  38  34  

100.0 45.7 48.6 4.3 37.1 100.0 54.3 48.6 

物忘れ 
219  62  72  4  80  38  219  118  

100.0 28.3 32.9 1.8 36.5 17.4 100.0 53.9 

うつ傾向 
237  52  73  6  91  34  118  237  

100.0 21.9 30.8 2.5 38.4 14.3 49.8 100.0 
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１ 使用した帳票類 

（１）調査票 
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（２）調査票同封文書 
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（３）結果アドバイス票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



鶴ヶ島市 

64 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資 料 編 

65 

（４）結果票同封文書 
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